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会議所の動き

経営者らが
北九大「地域の達人」で
オンデマンド講義
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当会議所は市内の大学・短期大学・高専と連携協定を
結び、学生にキャリア形成の機会を提供している。その
一環として北九州市立大学の教養科目「地域の達人」に
会員事業所の経営者ら3人を講師として派遣した。今回
はコロナ禍のため、講師と担当の眞鍋和博教授が対談
し、これを学生600人にオンデマンド配信した。講師の
話の内容の一部は次の通り（カッコ内は収録日）。

洋菓子店を営んでいる。10代から目標を立ててきた。今も
10年後の目標を定めている。まちを歩いて理想の店づくりに
つながるヒントを常に探している。コロナで思い通りの学生
生活を送れなくても、常に前向きに過ごそう（10月26日）。

　当会議所は北九州市、㈻産業医科大学、（特非）ロシ
ナンテスなどと「コロナに負けない飲食店セミナー」
をリーガロイヤルホテル小倉で開催、オンライン参加
を含め94人が受講した。
　講師は産業医科大学教授の森晃爾（こうじ）さんと
同大学内講師の永田昌子さん。感染防止方法の説明
や、主催者が共同製作した冊子「飲食店向け感染対策
の手引き」の解説があった。同冊子の問い合わせは小
倉サービスセンター（TEL:511-2307）まで。

「コロナに負けない」
産学官で飲食店セミナー

コロナの感染対策を熱心に聞く受講者
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　当会議所と北九州市は、「インターンシップ説明会
＆業界研究イベント」をAIMビルで開催し、学生ら
63人が訪れた。説明会には40社が出展し、業界や会
社の概要、インターンシッププログラムを説明。就活
セミナーも開き、講師で若者ワークプラザ北九州の田
中佐佳さんが、インターンシップの現状と活用方法な
どを解説した。学生らからは「さまざまな業界や会社
の話を直接聞け、インターンシップへの参加意欲が増
した」などの声が上がった。

会社の話直接聞けました
インターンシップ説明会

会社の説明を聞く参加者

㈱グロース・ノン 1982= 若松区 = 代表取締役、
西田規通 ( のりゆき ) さん ( 右 )

輸出梱包業は、お客様の製品が無事に目的地へ届くよう荷造
りする仕事。前身の会社を興した曽祖父の代から、お客様の信頼
を大切にし、日本のものづくりを支えてきた。丁寧な仕事をし
て、真っ直ぐに向き合うことが信頼につながる（11月10日）。

㈲臼田産業 = 門司区 = 常務取締役、
臼田晃弘 ( あきひろ ) さん ( 左 )

認知症特化型介護事業を展開。従業員が活躍できる会社をつ
くり、ワークライフバランスに取り組んでいる。人生の大きな
選択をする上で、よりよい意思決定ができるよう、毎日小さな
選択を積み重ねるトレーニングをしてほしい（11月30日）。

㈱プロデュース グループホームきらめき ＝八幡西区＝代表取締役、
中原亜希子 ( あきこ ) さん ( 左 )
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まちの話題を　 発 見

アイドル起用の北九州映画が反響
全国からファンが訪れロケ地巡りも

「めぐり逢わせの法則」でプロジェクト始動
　北九州でアイドルグループを起用した映画製作
を続け、まちを元気にしようというプロジェクト
が注目を集めている。その第1弾として、HKT48
のメンバーが主演の北九州オールロケ映画「めぐ
り逢わせの法則」（岩松茂監督）が完成。門司で
の初上映会には、全国からファンが訪れ、ロケ地
を〝聖地〟として巡る動きが起きた。
　映画の製作総指揮をとったIT会社、レヴ・
ウォーク㈱代表取締役社長、久保慎司さん（当会
議所情報メディア部会運営委員）によると、北九
州は映画ロケが盛んだが、作品を見ると舞台が北
九州と分からないことも。映画好きの久保さんは
昨年11月、起業家の異業種交流会で、大林宣彦監
督の映画で撮影を担当するなどした岩松監督と出
会った。岩松監督は小倉出身で「北九州を舞台に
した映画を撮りたい」と思っており、久保さんと
意気投合。プロジェクトが動き始めた。
　地元企業の協賛などで資金的なめどもつき、
HKT48の小田彩加さん（小倉出身）、豊永阿紀さ
んらを迎えて、今年7月にクランクイン。門司港
の病院で看護師を務める役の豊永さんが、台湾か
ら門司港にやって来たという設定の小田さんとめ
ぐりあい、二人の不思議な関係が明らかになって
いく……というストーリーだ。

映画第２作が来年春に公開へ
旧大連航路上屋や小倉城、平尾台など市内20カ
所以上でロケが行われ、延べ100人以上のエキス
トラ、ボランティアが参加。門司での上映会は9
月20日にあり、3回の上映で計630人が鑑賞、う
ち200人が九州・沖縄以外から来た人だった（関
東112人▽中国43人▽関西26人――など）。上
映会のあと、ロケ場所の一つである小倉の喫茶店
には何人もの人が訪ねてきたという。
現在、HKT48のメンバーを起用した映画第2作
が製作されており、来年春に公開予定。久保さん
は「HKT48のメンバーが北九州のまちを歩けば、
そこが〝聖地〟となり、観光客を呼べることがわ
かった。この映画プロジェクトで北九州を元気に
したい」と意気込んでいる。

製作総指揮をとった久保慎司
さん（左）と岩松茂監督
北九州でオールロケが行われ

た映画「めぐり逢わせの法則」
の主役、HKT48の豊永阿紀さん
（左）と小田彩加さん。門司港
や小倉の中心部、平尾台などで
の2人が描かれ、物語が展開する
＝ⓒ北九州映画実行委員会

小倉城でのシーン。何を話しているかは映画を見てのお楽しみ
＝ⓒ北九州映画実行委員会


